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前回の記事（Vol. 35）で、エボラ復興パイロットプロジ

ェクトと、対象地域の選定が完了したとお伝えしました。

しかし、スムーズに選定作業が進んだかにみえたカンビア

県でその後、作業のやり直しが生じました。今回はその顛

末をお伝えします。 

カンビア県では、パイロットプロジェクト選定後に、そ

の作業に参加していたはずの県のセクター事務所関係者か

ら、選定結果に納得がいかないとの声が上がりました。こ

れに対処したのは、県開発計画担当官です。本邦研修から帰国し、選定作業の終盤から参加していました。

彼は当初、「セクターが出してきた候補地から選んだのに、なぜセクターが異を唱えたのか」とセクター

職員が異議を挙げることに納得しませんでした。しかし、選定作業に参加したセクター・県議会双方の関

係者の話を聞くうち、候補地の選定にセクター職員が必ずしも十分に参加できていなかったことが分かり

ました。 

このような事態を受け、カンビア県の首席行政官や県開発計画担当官らと協議をした結果、選定作業に

不備があったことを認め、セクター職員を十分に巻き込んだうえで候補地選定することが重要であるとの

結論に至りました。そこで県議会が再度、セクター事務所に依頼し、候補地を複数挙げてもらうことにな

りました。また、「脆弱性等のスコアリング結果に沿って選んだと思っていた地域が“支援対象として不

適”と判断されるのであれば、選定基準を見直す必要がある！」との結論に至り、候補地からの対象サイ

トの絞り込みについて再度協議を行うこととなりました。 

まず、県開発計画担当官の指揮のもと、最初の選定に関わった行政官も含めて、選定基準の見直しを行

いました。基準の見直しに係る協議では、ポートロコ県同様、傍から見ていると喧嘩をしているのかとハ

ラハラしてしまうほど、白熱した議論が繰り広げられました。 

「選定基準の中でも、より重きを置かれるべきものは何か」、「“ホワイト・エレファント”を造って

しまわないために必要なクライテリアは何か」などの議論が、県開発計画担当官を中心に活発に行われま

した。議論の中で、行政官が特に気にしていたのが“公平性”です。「このスコアリングの仕方では、対
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象サイトを公平に比較できない」という発言が非常に多く、脆弱な地域を“公平に”評価したうえで選定

したいとの意向が強く表れていて、心強く感じました。 

  

同僚をまとめて協議した功労者（写真右：県開発計画担当官） パソコンを使って選定の経過を纏める作業中 

続けて、整理された選定基準を用い、様々な議論を経て選定された対象サイトについて、定例議会にて

首席行政官らから地方議員やセクター関係者に、経緯も含めて説明が行われました。対象に選ばれなかっ

た地域の議員から、「なぜ同じ地域から 2 サイトも選ばれているのか。不公平ではないか。」との意見が

出ましたが、「脆弱性等を計るための選定基準に沿ってデータを入れた結果であり、誰かが（恣意的に）

選んだものではない。」との行政官の自信を持った説明に議員も納得し、全出席者から承認が得られまし

た。 

  

選定作業によって最終的に決定された対象サイト 

（左：カンビア県 Masungbala チーフダム Sumbuya 小学校、右：同チーフダム Bankamakulor 村の保健施設） 
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対象サイトの絞り込みに係る協議では、「最終的に選定したのは俺じゃない！」といった発言が一部の

行政官にみられたことから、行政官が自分たちで選定したと自信をもって発言できるよう、行政官自身が

議論を尽くす必要性を、改めて強く認識しました。議論に議論を重ね、苦しみながらも生み出した結果が

多くの人に受け入れられた今回の経験は、県行政官の自信に少なからず繋がったのではないかと思います。 

今度こそ両県で復興パイロットプロジェクト及び対象サイトが決定し、パイロットプロジェクト開始に

向けた準備が始まります。次号、乞うご期待！！  


